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　本誌 9月号に寄稿した白井克彦が 11月に早稲田大学総長に就任したので，長尾真（京都大学
/前会長），安西祐一郎（慶應義塾大学 /現副会長），John Hennessy（Stanford University）に
続いて情報理工学を専門とする大学長がまた1人増えた．情報分野にも人材ありと大いにアピー
ルすることになる．
　閑
あだしことはさておきつ

話休題，最初の特集は「テキスト自動要約-知的活動支援の基本技術として-」（ゲストエデ
ィタ奥村学と増山繁）．忙しい現代人や狭帯域チャネルには必要な技術である．IBM J. of Res. and 
Dev. に載ったH. P. Luhnの自動要約の論文でその発想に驚いたのはついこの間のような気もする
が．Luhnの論文は，そのアルゴリズムで要約を自動生成し，有名になった．
　青山幹雄，上野浩一郎がエディタの2つめの特集は「オープンソースソフトウェア」．Linuxとか
Apache などのプログラムは，多くのプログラマの協力で作られているが，どういう人たちがどん
なふうに作っているかはあまり知られていない．大勢で作っていると聞くと，だんだん最初の意図
とは違ってきたりせぬか，心配でもある．
　「メタモデル標準化の意義と最新動向　後編：-MOF, XMI 仕様と応用-」（堀内一他）はメタモ
デルのアーキテクチャや言語の解説に入る．案の定メタメタモデルなどメタの積み重ねが登場して
きた．モデルのセマンティクスをフォーマルに記述しようという試みだ．昔，島内剛一がフォーマ
ルに記述できぬ部分がセマンティクスだと主張していたのを思い出す．
　「企業からリアルコミュニティへ-情報共有プラットフォームとしてのEIP -」（田中秀樹）は社内
（社会）に分散する情報を大勢で共用するためのシステムの開発，利用の事例を述べたもの．
　解説「未踏ソフトウェア創造事業-組織力から個人の才能へ-」は竹内郁雄をPMとする未踏グ
ループの総括．未踏はスーパーハッカーの発掘を目的とするユニークな事業である．結果やいかに．
来年 1月のプログラミング・シンポジウムには未踏関係の発表が目立ち，そこにも効果が現れて
いる．
　近頃はサーチエンジンの検索，ウェブの広告を選別するフィルタ技術の特許も数多く出願されて
おり，とっきょの話「ユーザプロファイルを用いた情報フィルタリング技術について」（紀田馨）は
それらを紹介する．
　今月の名著名論は高野明彦の「二村の部分評価」と玉井哲雄の「Mythical Man-Month」．部分
評価はErshov が称賛し，宣伝してくれていたらしい．Ershov の来日は1970 年代初めで，流暢な
英語で話していたかと思うと突然ロシア語で話しかけてきたり．きっとどちらも同様に自由に使え
たからだろう．MM-Mには印象的なことがいろいろ書いてあった．「アーキテクチャを大勢で議論
するのはよい，しかし最後は1人で（single pen で）記述すべきである」などなど．
　プログラム・プロムナードは和田英一の「三角形の分割」で，三国志は三顧の礼で迎えられた諸
葛孔明の「天下三分の計」の計算機版といえる．
　連載 IT ルネサンス，天野真家の「専門用語とバグと納期の呪縛」では，「取説」記述のむずかし
さをかこつ．「取説」ってなにのことか分かります?
　アメリカ ITまわりの話題の執筆者は順が変更になり宮川晋．編集子も横浜 IETFの後，Steve，
宮川たちとロッホローモンドを口ずさみ，栂池高原，八方尾根を歩いてきた．1年休暇をとって写
真を撮るのだとも聞く．優雅．
　「漢字コードの標準化」はその半世紀にわたる歴史を芝野耕司に書いてもらう．漢字コードは日常
生活に密接にかかわっているので，いまでも提案がつぎつぎ出てくるらしい．
　「知的サービスを楽しむ」（柳与志夫）が「日本の IT事情」の 2回目．日本で有料コンテンツサ
ービスが広まらぬのはなぜか，どうすべきかを論じる．（咊）
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